
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方
現状値の出
典（年次）

R６ R７ R８ R９ R10 R11

－
48床（上川北部）
1,734床（全道）

新型コロナ発生約１年後（2020年12
月）の入院患者数等を目安とし、第
二次医療圏ごとに設定

－ ー 確保病床数の公表はなし

－
1機関（上川北部）

84機関（全道）

新型コロナ発生約１年後（2020年12
月）の新型コロナの診療・検査機関
数（200床以上）を目安として、第二
次医療圏ごとに設定することを基本
にしつつ、各圏域の医療状況など
地域実情を鑑みて医療機能を確保

－ ー 流行初期及び流行初期期間経過後を分けての公表はなし

－
48床（上川北部）
2,448床（全道）

新型コロナ対応で確保した最大の
体制（2022年12月）の入院患者数
等を目安とし、第二次医療圏ごとに
設定

－ － 確保病床数の公表はなし

－
14機関（上川北部）
1,146機関（全道）

新型コロナ対応で確保した最大の
体制（2022年12月時点）を目安と
し、第二次医療圏ごとに設定

－ － 流行初期及び流行初期期間経過後を分けての公表はなし

－
20機関（上川北部）

986機関（全道）
－

20
（上川北部）

目標値どおり

－
20機関（上川北部）
1,647機関（全道）

－
18

（上川北部）
目標値より２機関不足

－
3機関（上川北部）
108機関（全道）

新型コロナ対応で確保した最大の
体制（後方支援を行う医療機関数）
を目安に第二次医療圏ごとに設定

－
4

（上川北部）
目標値以上

－
ー （上川北部）

61人（全道）
－ － 圏域での目標値なし

－
ー （上川北部）
128人（全道）

－ － 圏域での目標値なし

２　主な取組の内容等

人材の確保及び資質の向上

医療従事者、高齢者・障がい者施設職員を対象とした実践的研
修：感染症対応向上研修（札医大、北海道主催）を令和7年1月
20日に実施。また、保健所職員を対象とした感染症危機対応研
修を１回開催。

感染症対応を行う医療従事者や関係職員等の資質の向上

・管内のICNと協力し、新興感染症の発生を想定した研修・訓練を実施
する。
・道などが主催する研修会等へ受講を医療従事者、高齢者・障がい者
施設職員に働きかけ、関係職員の資質向上を図る。

取組の内容 実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

医療提供体制の確保

新興感染症が発生した際に、速やかに入院、外来診療、自宅療
養者等への医療等が提供できるよう、関係機関と協議の上、医
療措置協定を締結。令和7年3月31日現在、7病院、14診療所、
18薬局、5訪問看護事業所と医療措置協定を締結済み。

・未締結の薬局は、個人経営で人員が確保できないことなどが理由と
なっている。
・今後の新興感染症のパンデミックに備えた個人防護具の備蓄。
・新興感染症が発生した際の通常医療機能体制の維持。

・今後、新設される薬局等への協定締結を促進する。
・医療措置協定などを通じて、医療機関等における個人防護具の備蓄
を促進する。
・新興感染症が発生した際、通常医療機能体制の維持のため医療機関
の役割調整を図る。

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　08　新興感染症の発生・まん延時における医療体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

体制整備
（流行初期）

病床数

発熱外来機関数

体 制 整 備
（ 流 行 初 期
期 間 経 過 後 ）

病床数

発熱外来機関数

自宅療養者等への医療提供機関数
（病院・診療所・訪問看護事業所） 新型コロナ対応で確保した最大の

体制（自宅療養者等への医療提供
機関数）を目安に第二次医療圏ご
とに設定自宅療養者等への医療提供機関数

（薬局）

後方支援を行う医療機関数

派遣可能な医療人材数（医師）

新型コロナ対応で確保した最大の
体制の派遣可能な人材数

派遣可能な医療人材数（看護師）

上川北部圏域

1


